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この目的を達するために、まず、飽和名詞が NP2 を担う（ 1）のような名
詞句「NP1 の NP2」が、なぜ非飽和名詞が NP2 を担う場合のそれと類似した
意味解釈を持つのか明らかにする（第 3 章）。  
 









るのかを考察する（第 4 章）。  
 




 次に、飽和名詞が非飽和名詞として用いられるのと反対に、（ 3）（ 4）よう
な、非飽和名詞が飽和名詞と同じ振る舞いをする、言わば「非飽和名詞の飽
和化」という現象を対象にその生起要因について論じる（第 5 章）。  
 
（ 3）  「家族を失った人を見るのは辛い。僕も子を持つ父親だから、その気
持ちが痛いほどわかる。」と語ったジャッキー  
（BCCWJ、Yahoo!ブログ（OY11_00530）  











（ 5）  a．今の若者は、スマートウォッチが目覚まし時計だ。              
（作例）  
b．このロケットは、液体水素が燃料だ。        
（作例）  
（ 6）  a．自分の血をインクに、裸の腹をキャンバスにして、体に単純な象
徴を描いたのだ。   
（BCCWJ、『ダ・ヴィンチ・コード（上）』（OB6X_00010））  
b．NHK のテキストを教材に会話を習得。   
（BCCWJ、『新潟日報』（ PN2i_00007））  
 
 本研究の主な結果は次のようにまとめられる。  























提  出  者   羅 漢 
論文審査担当者 
（主査）教授 甲田 直美
教授 大木 一夫 
教授 小林 隆 
教授 小泉 政利 
論  文  名   現代日本語における名詞の非飽和性の研究 






 第 1章、第 2章では本論の土台となる研究について概観し、非飽和性の概念と関連する構文現象を















第 6 章では、カキ料理構文と「X を Y に、…する」構文の成立条件を複合助詞「にとって」の意味
と関連付けて記述できることと、それらの構文の成立を非飽和性との関連で説明するには、非飽和性
を純粋な言語的知識の問題としてではなく、百科全書的知識や文脈を含めた言語外的知識を含めて捉
える必要がある、ということが明らかとなった。
この論文は日本語文法論における名詞句の情報構造を扱ったものであり、構文論と意味論の接点を
描き出すことに成功した。本論文は、日本語文法論研究に大きく寄与するものといえ、高く評価でき
る。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
